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1　はじめに
　熱傷の処置では血液循環を高あ、創傷治癒促進のた
あに温浴（以下、熱傷浴とする）を施行する。その際、
患者はガーゼ除去や皮膚表皮欠損部位への刺激により、
強い疹痛を伴うため、熱傷浴への不安や恐怖心を抱き
治療に対して消極的な言動が聴かれることがある。
　今日までに、治療の一貫として欠かすことのできな
い処置に対する患者の精神的・身体的苦痛を少なくす
るたあ、疹痛軽減に関する様々な研究が行われている。
他施設における研究では、温水に食塩を加えた等張液
を使用しての熱傷浴や、ガーゼ除去時に皮膚とガーゼ
の間に直接ワセリンを注入することにより機械的刺激
を抑える方法で、疹痛軽減が図れたという結果が得ら
れている。このような研究結果を踏まえ、熱傷浴にお
いて疹痛が増強すると感じられるガーゼ除去をスムー
ズに行うために油脂成分の使用が有効ではないかとい
うことに着目した。そこで私達は、過去3年間の処置
の傾向を見直し、今後の熱傷浴における疹痛軽減に向
けての入浴剤使用を検討したのでここに報告する。
（1）対象：1995．1～1998．10における16階東病棟BURN
　　　　UNIT入院患者96名中興傷浴施行患者　36名．
（2）方法：1）以下の項目における処置内容の集計．
　　　　①1人あたりの熱傷浴施行回数
　　　　②ガーゼの種類
　　　　③軟膏の種類④鎮痛剤使用状況
　　　　⑤疹痛の程度（言葉スケール使用）
　　　　　2）入浴剤（沐浴剤）の検討と選択．
ll結果
（1）3年間の処置の傾向
①熱傷浴施行回数は、1～5回までが63．88％、6～10
回が13．89％を占めた（図1）。熱傷浴総施行回数314回。
　1～5回の大半は表2からも解るように受傷範囲が
狭い場合が多く、植皮部の生着が良好であれば手術後
温浴施行開始時期には退院の見通しがっく。11回以上
施行した場合は、重症熱傷であり数回にわたる植皮術
が必要となるため処置回数の増加に伴い熱傷浴回数も
増加した。また、植皮術後の創部の安静保持のためや重
症熱傷の場合には、全身状態が不安定なため行えない
こともあるので熱傷浴施行回数にばらつきがみられた。
②ガーゼの種類は、シリコンガーゼ（トレックスガー
ゼ⑪）190回、アダプティック⑬l14回、その他のもの
として、ソフラチュール⑪・ソープサン⑪を使用した
（図3・表1）。
③軟膏については、白色ワセリン含有のポリミキシン
B軟膏が210回と大半を占あた（表2）。2番目に124
回を占めたエキザルベ⑪は上皮化した創部に用いるこ
とが多いため、今回の研究期間中に軽・中等度熱傷が
60％以上を占めたことから必然的に使用回数が増加し
た（図2）。
④鎮痛剤の使用は、ボルタレン⑪坐薬の使用が約80％
占めた（図5）。使用時期は薬効が得られるよう30分
～1時間前に使用した。しかし、処置前に鎮痛剤を使
用せず処置中に疹痛の増強がみられた場合、処置直後
に鎮痛剤を使用したケースも多かった（図6）。
⑤疹痛の訴えは、1～2が約90％を占めた。
皿　考察
　熱傷患者は第一線防御機構である表皮の欠損により、
神経末端が露出されているために強い疹痛を伴う。し
かし、結果より演説の程度は1～2で経過しており私
達が考えていたより訴えは少なかった。これは研究期
間中の対象患者が軽・中等症が大半であったことや、
疹痛に関しての記録査定時間が14時の時点である場合
が多く、処置時の蟻吸に関する程度は読み取りにくい。
　鼻糞を軽減するため、ガーゼの種類は表皮剥脱防止
や浸出液を通し皮膚に固着しないものを選択し、軟膏
においてもワセリン含有により、ガーゼ除去がスムー
ズに行えるようにしている。浸出液の多い創部は処置
を頻回に施行することが望ましいが、実際には一日一
回の処置しか行えず、ワセリンの効果が薄れたり、ガ
ーゼが浸出液を通せ無くなり皮膚表面で凝固するため
再生表皮に固着する場合が多い。そのため、ガーゼを
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除去する際に機械的刺激が加わり疹痛が増強する原因
となっている。熱傷浴では疹痛が増強することが予測
されるためボルタレン⑪坐薬などの鎮痛剤を処置時に
薬効が得られるよう30分～1時間前に使用している。
　処置における軟膏・ガーゼ・鎮痛剤の選択は医師の
判断によるものである。このほかに、熱傷浴時のガー
ゼ除去がスムーズに行え疹痛を軽減させる方法として、
温水自体に油脂成分を含め潤滑性を高あることを考え
た。そこで、温水に潤滑性を持たせるたあ主成分がオ
イルと乳化剤である入浴剤（沐浴剤）に着目した。
　入浴剤（沐浴剤）はオイル・乳化剤の他に保湿や洗
浄などの作用を持ち合わせている薬剤もある。使用に
あたっては、熱傷患者は表皮が欠損しており外界から
の防御機能が低下しているたあ、皮膚表面からの薬剤
の吸収について考慮しなければならない。そのため、
入浴剤の取扱いについて各製薬会社へ問い合わせたと
ころ、表皮欠損・創傷のある場合は使用できないもの
が多数であったが、スキナベーブ⑪は、オムツかぶれ
や汗疹などに使われているため、上皮化し始めた創部
への使用は可能ではないかという返答が得られた。
　他施設においては、入浴剤としてパブ⑬を使用する
ことにより血液循環の促進・香りによる沈静作用を図
っている。そのため、スキナベーブ⑪においても独特
の香りがあるため同効果が得られると考え、今後の使
用を試みることとする。
IV　今後の課題
　今回は、入浴剤の使用までには至らなかったが、今
後入浴剤を導入することでガー・ゼ除去がスムーズに行
え、疹痛軽減が図れればよいと思う。
　また、処置時の二二に対する詳細が記録上で反映さ
れていない状況が明らかになったため、各看護婦が患
者の疹痛の程度をより細かく正確に把握できるような
疹痛スケールの使用や処置時の疹痛に着眼し、その評
価の方法を考慮することが当面の課題と言える。
　今回の研究により、熱傷浴時の疹痛軽減への関心が
高まり、今後の研究・改善につながればよいと思われ
る。
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図2　範囲別　熱傷浴回数
表1　ガーゼの種類
ガーゼ 使用回数
シリコンガーゼ 190
アダプティク⑭ l14
そ　の　他 97
　　使用回数
　300
　250
　200
　150
　100
　　50
　　0　　　　シリコンガーゼアダブティク②その他
　　　　　図3　ガーゼの種類
表2　軟膏の種類
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5　鎮痛剤使用状況
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